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1981 年東大理□5  
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底面の正 n角形が内接する円の半径を )10(  rr とする。 

右図の展開図において、
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この展開図を組み立てたとき、正 n角錐の高さ hは 
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)21()( 4 xxxf  として、
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0  x における増減を調べる。 
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増減は右の通りで、
5

2
x のとき極大。 
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